
夏休みに入ってはじめの日曜日、「紀泉わいわい村で遊ぼう」のイベントが開催され、自然にふ

れあう環境が身近にあるのに、そのきっかけをつかめずにいた家族連れが多数参加され、里山の植

物観察にはじまり、子どもたちは虫あみ片手に山や川に大ハッスル、大人達の体力が落ちていくの

を尻目に昆虫を追いかけ、川では立派な川魚を虫網ですくい上げるシーンまで飛び出しました。昼

食時の流しそうめんでは、物珍しさも手伝って大人も子どももすくい上げるのに一苦労、又なれて

くると今度はすくい上げるのに夢中で器が山盛りになんて事も…いずれにしろ子どもたちの夏休み

の日記につづられること受けあいではなかったでしょうか。 （７月２５日）
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馴染みある言葉なのに、はじめての流しそうめん



龍
神
村
で
の
地
場
産
業
体
験
は
、
村

役
場
の
見
学
を
行
い
、
議
場
に
お
い
て

は
集
合
写
真
を
撮
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
次
の
森
林
組
合
・
千
葉
製
箱
譁
・

割
り
箸
工
場
で
は
、
紀
州
の
銘
木
と
し

て
有
名
な
「
龍
神
材
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
林
業
の
盛
ん
な
様
子
が
見
て
取

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
口
に
さ
れ
る
の

は
「
山
と
と
も
に
あ
る
限
り
、
山
を
育

て
そ
の
恩
恵
を
無
駄
に
し
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
材
木
を
切
り
出
し
余
っ
た
間

伐
材
を
箱
や
、
割
り
箸
に
再
利
用
し
、

最
終
的
に
は
肥
料
に
ま
で
活
用
す
る
と

い
う
工
程
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
そ
の
他
、
龍
神
自
然
食
品

セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
農
薬
自
然
農
法
に

よ
る
梅
の
栽
培
・
梅
干
し
の
加
工
を
見

学
し
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
や
梅
干
し
の
お
土

産
ま
で
頂
き
ま
し
た
。
最
期
に
刀
鍛
冶

の
作
業
場
を
見
学
し
、
真
剣
も
見
せ
て

い
た
だ
き
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
、

刀
の
金
額
や
強
度
な
ど
活
発
な
質
問
が

飛
び
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
仕
事
の
最

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
学
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
は
何
処
も
、
快
く
子
ど
も
た
ち

を
受
け
入
れ
て
く
れ
、
手
作
り
の
レ
ジ

メ
を
用
意
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
地
場
産
業
体
験
を
通
し
て
、

龍
神
村
の
の
ど
か
さ
を
残
し
な
が
ら
も
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
面
を
随
所
に

み
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

龍
神
村
と
の
交
流
と
し
て
の
今
回
の

キ
ャ
ン
プ
は
泉
南
市
の
み
な
ら
ず
、
龍

神
村
の
方
々
の
多
く
の
支
え
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
は
ク
ラ
ス
・
学
年
・
学

校
が
異
な
る
だ
け
で
別
の
文
化
を
感
じ

る
も
の
、
そ
ん
な
み
ん
な
が
集
ま
っ
て

さ
ら
な
る
異
文
化
に
触
れ
、
何
を
感
じ

て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
思
い
出
に

残
る
夏
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

「
人
材
」
は
「
人
財
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
多
く
の
交
流
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
こ
そ
が
財
で
あ
り
、
泉
南
市

と
龍
神
村
と
の
友
好
関
係
に
さ
ら
な
る

大
き
な
財
を
育
ん
で
い
っ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

泉南市との姉妹都市提携は２０００年に結ばれ、
現在４年目を向かえ、われわれは山のまち、泉南は
海に面したまち、お互いの個性を交換し合うという、
よいお付き合いをさせてもらい子どもたちもいろい
ろなイベントにお招きくださりありがたく思ってい
ます。またこのような催しで龍神の自然を体験して
もらい、自然・環境・文化・人情のようなものを交
換し合え、すばらしく思っています。龍神村は来年
５月に広域合併を予定しておりますが、今後とも子
どもたちに限らず、大人も含めてお付き合いを発展
させていきたいと思っています。

龍神村長
古久保　治一

蜻
龍
神
村
廣
井
原
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

蜷
泉
南
市
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□紀泉わいわい村で遊ぼう

流しそうめん …1

□姉妹都市提携の架け橋

として龍神村キャンプ

…2～3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ…22～23

□ふるさと歴史紀行 …24

泉南市の人口（７月末現在）
人　口‥‥‥65,601人
男‥‥‥‥31,977人
女‥‥‥‥33,624人

世帯数‥‥‥23,573世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

山
と
と
も
に
暮
ら
す
ま
ち
龍
神
。
人

口
は
泉
南
の
十
四
分
の
一
、
面
積
は

五
・
三
倍
と
い
う
村
の
95
％
が
山
地
で
、

村
を
分
断
す
る
川
の
両
脇
に
数
戸
の
民

家
と
田
園
と
い
っ
た
風
景
が
広
が
り
、

真
夏
の
こ
の
時
期
で
も
日
陰
に
入
れ
ば
、

山
間
か
ら
く
だ
っ
て
く
る
冷
た
い
空
気

が
、
涼
し
い
風
と
な
っ
て
汗
を
止
め
て

く
れ
ま
す
。
夜
に
は
澄
ん
だ
空
気
と
照

明
の
少
な
さ
も
手
伝
っ
て
、
手
の
届
き

そ
う
な
満
天
の
星
空
。
そ
し
て
、
山
際

を
白
く
染
め
な
が
ら
昇
っ
て
く
る
月
は
、

ま
さ
に
幻
想
的
な
風
景
で
し
た
。

最
近
の
子
ど
も
は
す
ぐ
に
キ
レ
る
と

言
い
ま
す
が
、
龍
神
村
で
の
自
然
と
の

生
活
は
そ
れ
を
許
し
ま
せ
ん
。
カ
レ
ー

を
作
る
の
も
、
竹
と
ん
ぼ
を
作
る
の
も

全
て
自
己
責
任
、
孤
立
し
て
い
て
は
食

事
も
遊
び
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
学
校

が
違
え
ど
み
ん
な
一
生
懸
命
、
ま
し
て

や
龍
神
の
子
ど
も
た
ち
は
、
四
人
と
い

う
少
数
参
加
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
い

つ
し
か
み
ん
な
と
う
ち
と
け
あ
っ
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
の
間
で
ど
れ
ほ
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
人
同
士
が
つ
な
が
り

あ
う
の
は
共
同
生
活
が
一
番
と
言
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

泉南市は、龍神村との交流にあたっては、海に面
した町としての特色を生かし、龍神村は山の町とし
ての特色を生かした様々な交流を行ってきました。
特に今回行いました龍神村キャンプのように、泉南
市と龍神村の将来を担う子ども達の交流は、これか
らの町の発展のためにも大変意義の大きなものであ
ると感じています。
これまで積極的に交流をされてきた龍神村・泉南
市の方々に感謝するとともに、我々の貴重な財産が
さらに大きくなっていくよう、将来の人々に引き継
いでいきたいと考えています。

泉南市長
向井　通彦

泉
南
・
龍
神
交
流
の
今
は
・
・
・

龍
神
村
は
来
年
五
月
の
合
併
を
目
前
に
ひ
か
え
、
今
後
の
関
係
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
海
の
町
・
山
の
町
子
ど
も
体
験
活
動
と
題
し

て
、
二
〇
〇
〇
年
の
姉
妹
都
市
提
携
以
来
継
続
し
、
四
回
目
を
迎
え
た

龍
神
村
へ
の
二
泊
三
日
体
験
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



達
公
民
館
笘
史
跡
海
会
寺
跡
広
場

（
雨
天
時
は
信
達
公
民
館
）
▼
内

容
＝
笊
し
ゃ
ぼ
ん
玉
で
遊
ぼ
う

（
雨
天
時
は
新
聞
プ
ー
ル
）
笆
笳
親

子
で
交
通
安
全
教
室
笘
海
会
寺
跡

で
ど
ん
ぐ
り
拾
い
（
雨
天
時
は
新

聞
プ
ー
ル
）
▼
対
象
＝
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
持
ち
物
等

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
人
っ
子
で
も
何
人
き
ょ
う
だ

い
で
も
悩
み
は
あ
る
は
ず
。
親
と

し
て
ど
う
関
わ
れ
ば
い
い
の
か
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
▼
と

き
／
内
容
＝
笊
十
月
一
日
貊
／
は

じ
め
は
誰
で
も
ひ
と
り
っ
こ
笆
八

日
貊
／
ど
う
す
る
？
き
ょ
う
だ
い

ゲ
ン
カ
笳
十
五
日
貊
／
今
か
ら
考

え
よ
う
、
親
離
れ
・
子
離
れ
※
時

間
は
全
て
午
前
十
時
〜
正
午
▼
講

師
＝
津
村
　
薫
さ
ん
（
女
性
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
）
▼
対
象
＝

学
童
期
（
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
低

学
年
程
度
）
の
子
ど
も
の
保
護
者

▼
定
員
＝
三
十
人
（
一
時
保
育
は

十
五
人
）
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
一
時
保
育
＝

対
象
は
一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど

も
（
一
歳
未
満
の
子
ど
も
は
会
場

に
入
室
可
）
初
回
の
み
子
ど
も
一

人
に
つ
き
保
険
代
五
〇
〇
円
が
必

要
。
各
回
の
十
五
日
前
必
着
ま
で

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
▼
そ
の

他
＝
一
回
単
位
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
▼
申
込
み
＝
各
回
の
二
日
前

必
着
ま
で
に
、
受
講
希
望
回
を
明

記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

き
ょ
う
だ
い
っ
て
な
あ
に
？
係
へ
。

親
子
で
保
育
所
に
遊
び
に
き
ま

せ
ん
か
。
子
育
て
相
談
も
実
施
中
。

▼
と
き
＝
笊
笆
九
月
七
日
貂
・
十

月
五
日
貂
笳
笘
九
月
二
十
一
日

貂
・
十
月
十
九
日
貂
笙
九
月
十
四

日
貂
・
二
十
八
日
貂
十
月
十
二
日

貂
・
二
十
六
日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連

絡
先
＝
笊
信
達
保
育
所
祟
４
６
４

２
笆
樽
井
保
育
所
祗
０
０
７
４
笳

浜
保
育
所
祚
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第

一
保
育
所
祟
４
０
４
１
笙
ち
び
っ

こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の

遊
戯
室
、
所
庭
）
祚
３
３
７
１
▼

開
放
時
間
＝
笊
笳
笙
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
笆
笘
午
前
九
時
半
〜
十

一
時
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
八
一
）

き
ょ
う
だ
い
っ
て

な
あ
に
？

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

●のびっ子教室
子どもの年齢に合わせた遊びを通じて親

子で友だちづくりをしませんか。
▼とき＝10月６日～11月17日迄の毎週水
曜日（祝日を除く）午前９時半～11時（全
６回）▼ところ＝子育て支援センター『ひ
だまり』（鳴滝第二保育所内）▼対
象＝H13.４.２～H14.４.１に生
まれた子どもとその保護者
※前回のびっ子教室参加
者はご遠慮ください▼
内容＝リトミック・ス
タンプ遊び・新聞で遊
ぼう・パーティーを楽
しもう・身体計測・お
やつの時間等▼参加
費＝無料（おやつ代等は
各自負担）▼定員＝15組
（多数の場合は抽選）▼申込
み・問合せ＝９月24日貊までに、
電話で子育て支援センター（薀祚３３７１）

●「わんぱく教室」
（１歳向け）に参加しませんか。
子どもの成長・健康・食生活などについ

て交流しながら友達をつくりませんか。
▼とき＝10月７日～28日迄の毎週木曜日

と11月12日・19日の金曜日、午前10時～
11時半（全６回）▼ところ＝子育て支援セ
ンター『ひだまり』▼対象＝１歳～２歳未
満（Ｈ14.10.１～Ｈ15.９.30生）の子ども
とその保護者▼内容＝おもちゃ作り・保育
所（１歳児）交流・ミニ講座「食生活」・
調理実習「おやつ」等▼参加費＝無料（実

習の材料費は各自負担）▼定員＝
10組（多数の場合は抽選）▼
申込み・問合せ＝９月24
日貊までに、電話で子育
て支援センター（薀祚
３３７１）

●ミニちび　　
っこ広場

（焼き栗パーティー）
『ひだまり』のスタッフが

出前で遊びの場を提供、親子で楽
しく遊びましょう。
▼とき＝９月29日貉午前10時～11時半▼
ところ＝市立東幼稚園（信達金熊寺）▼対
象＝就学前の子どもとその保護者▼内容＝
季節の歌、手遊び、紙芝居・焼き栗パーテ
ィー等▼申込み＝不要▼その他＝雨天実
施・駐車場あり▼問合せ＝子育て支援セン
ター（薀祚３３７１）

夏
休
み
後
は
、
日
曜
日
の
み
自

習
室
と
し
て
開
放
。
▼
と
き
＝
毎

週
日
曜
日
（
行
事
等
に
よ
っ
て
利

用
で
き
な
い
時
も
あ
り
ま
す
）
午

前
九
時
十
五
分
〜
午
後
五
時
ま
で

▼
対
象
＝
決
ま
り
を
守
っ
て
利
用

で
き
る
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
入
退
室
時
に
、
利
用
者
名

簿
に
必
要
事
項
を
記
入
く
だ
さ
い
。

今
年
も
楽
し
い
内
容
で
、
皆
様

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
▼
と

き
＝
十
月
三
十
日
貍
、
三
十
一
日

豸
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
最
終

日
は
午
後
四
時
ま
で
）
▼
内
容
＝

ク
ラ
ブ
や
市
民
団
体
等
に
よ
る
作

品品
展
示
、
演
技
発
表
、
も
ぎ
店
他

泉
南
市
内
に
お
け
る
ホ
タ
ル
生

息
環
境
の
保
護
、
改
善
を
目
指
し

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
一
日
貍
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
内
容
＝
水
問
題

を
中
心
と
し
た
現
代
の
環
境
問
題

に
つ
い
て
▼
講
師
＝
土
永
　
恒
彌

さ
ん
（
日
本
水
環
境
学
会
関
西
支

部
理
事
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
＝
前
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
F

A
X
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ホ

タ
ル
係
ま
で
。

日
本
古
来
の
音
色
で
あ
る
尺
八

の
ク
ラ
ブ
生
に
よ
る
発
表
会
で
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
九
日
豸
午
後
一

時
半
〜
三
時
▼
内
容
＝
尺
八
、
琴
、

三
弦
の
合
奏
▼
参
加
費
＝
無
料

演
劇
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
体
験
・
見
学
大

歓
迎
！
▼
と
き
＝
第
二
・
第
四
土

曜
日
、
午
前
十
時
〜
正
午
▼
内

容
＝
講
座
生
に
よ
る
演
劇
の
制
作
。

今
年
度
中
に
ク
ラ
ブ
化
を
目
指
し

て
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。
▼
対

象
＝
小
学
校
四
年
生
か
ら
大
人
ま

で
▼
定
員
＝
三
十
名
程
度
▼
参
加

費
＝
無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
・

公
演
発
表
等
の
実
費
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
）
▼
申
込
み
＝
講
座

開
講
日
に
樽
井
公
民
館
ま
で
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
▼
と

き
／
内
容
＝
笊
九
月
二
十
四
日

貊
／
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
・

公
民
館
保
育
を
考
え
る
笆
三
十
日

貅
／
一
緒
に
な
っ
て
遊
ん
で
み
よ

う
・
遊
び
の
紹
介
笳
十
一
月
十
二

日
貊
／
子
ど
も
を
知
ろ
う
笘
笙
十

月
〜
十
一
月
／
一
時
保
育
に
入
っ

て
み
よ
う
笞
十
二
月
中
／
ま
と
め

※
時
間
は
全
て
午
前
十
時
〜
正
午

▼
講
師
＝
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す

ま
い
る
マ
マ
の
皆
さ
ん
。
但
し
笳

の
み
ア
ト
ム
共
同
保
育
園
保
育
士

▼
対
象
＝
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ

る
方
▼
定
員
＝
十
五
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
九
月
十
七

日
貊
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
樽
井
公
民
館
、
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
迄
▼
そ
の
他
＝

子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
希
望
の
方

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広
く
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
っ

て
、
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お
部
屋

で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝
九

月
二
十
四
日
貊
、
十
月
二
十
二
日

貊
、
十
一
月
二
十
六
日
貊
、
十
二

月
二
十
四
日
貊
※
時
間
は
全
て
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
公
民
館
、
大
会
議
室
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
す
こ
や
か

新
聞
を
お
配
り
し
ま
す
。

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
遊
び
を
と
お
し
て
、
沢
山
の
お

友
達
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
九
月
九
日
貅
笆
十
月

七
日
貅
笳
十
月
二
十
一
日
貅
笘
十

一
月
十
一
日
貅
※
時
間
は
全
て
午

前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
笊
り

ん
く
う
南
浜
公
園
（
雨
天
時
は
樽

井
公
民
館
）
笆
樽
井
公
民
館
笳
信

日
曜
日
自
習
室
を

開
放
し
ま
す

樽
井
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

せ
ん
な
ん
ホ
タ
ル
塾

塾
生
募
集

第
五
回
邦
楽
の
集
い

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

演
劇
講
座
生
募
集

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
六
・
十

一
・
十
六
　
樽
井
公
民
館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
英
語
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
十
五
日
〜
十
月
二

十
七
日
迄
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後

四
時
〜
五
時
（
全
七
回
）▼
対
象
＝

市
内
の
小
学
一
〜
三
年
生
▼
定

員
＝
二
十
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
九

月
十
日
貊
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
え
い
ご
で
ご

あ
い
さ
つ
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
五
日
〜
十
月

三
十
日
ま
で
の
十
月
九
日
を
除
く

毎
週
土
曜
日
午
前
九
時
半
〜
十
一

時
半
（
全
五
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｃ
ル
ー
ム
（
三

階
）
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
一
〜

四
年
生
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
参
加

費
＝
一
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
九
月

十
六
日
貅
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

お
話
や
紙
芝
居
等
の
読
み
聞
か

せ
の
会
を
開
催
。
▼
と
き
＝
笊
九

月
十
三
日
豺
午
後
四
時
〜
四
時
半

笆
十
八
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四

十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
笊
ち
い
さ
い
お
う
ち
・

さ
ん
ま
い
の
お
ふ
だ
他
笆
ぐ
り
と

ぐ
ら
・
ね
こ
ざ
か
な
他
▼
対
象
＝
小

学
生
以
下
の
子
ど
も
▼
定
員
＝
二

十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

一
緒
に
本
を
読
ん
だ
り
、
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
九
月
十
八
日
貍

午
前
十
時
四
十
五
分
〜
十
二
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
小
中
学
校
の
現
状
及
び
図

書
紹
介
▼
講
師
＝
図
書
館
司
書
▼

対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
で
、
子

ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た

い
方
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

「
お
は
な
し
」
を
通
し
て
、
楽

し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

紹
介
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
九
月
十

一
日
貍
午
後
二
時
半
〜
三
十
分
程

度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴

覚
室
▼
対
象
＝
四
歳
以
上
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
先

着
四
十
人
（
途
中
で
の
出
入
り
は

不
可
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午

後
二
時
半
〜
三
十
分
程
度
、
同
場

所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝
居

（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不

要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
ま
ち
づ
く

り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。
▼
賞
金
＝
▽
一
等

前
後
賞
合
わ
せ
て
二
億
円
（
一
等

一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
は
二
十
二

本
、
前
後
賞
各
二
、
五
〇
〇
万
円
）

※
発
売
額
三
三
〇
億
円
（
十
一
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）
▼
発
売
期
間
＝

九
月
二
十
七
日
豺
〜
十
月
十
二
日

貂
▼
抽
選
日
＝
十
月
十
五
日
貊
▼

そ
の
他
＝
宝
く
じ
は
大
阪
府
内
の

宝
く
じ
売
場
で
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
譛
大
阪
府
市

町
村
振
興
協
会
（
薀
０
６
・
６
９
２

０
・
４
５
６
６
）

岸
和
田
市
か
ら
岬
町
ま
で
の

「
泉
州
ふ
る
さ
と
再
発
見
Ⅵ
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
広
域
生
涯
学
習
講
座

を
開
催
。
▼
開
設
講
座
＝
左
記
の

表
参
照
▼
対
象
＝
原
則
と
し
て
全

四
回
参
加
可
能
な
方
▼
定
員
＝
四

〇
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
保
険
料
三
〇
〇
円
（
交

通
費
は
自
己
負
担
）
▼
申
込
み
＝

九
月
十
七
日
貊
当
日
消
印
有
効
で
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
つ
き
申
込

み
一
名
）
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
と
返
信
用
宛
先
記

入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
〇
四

泉
南
郡
田
尻
町
大
字
嘉
祥
寺
三
七

五
・
一
田
尻
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
「
お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ

ト
」
係
薀
碼
５
０
２
３
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

え
い
ご
で
ご
あ
い
さ

つ
の
参
加
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー（e-mail：

seishonen-center@
city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

お
お
さ
か
ふ
み
ん

ネ
ッ
ト
参
加
者
募
集

日
　
時 

テ
ー
マ 

集
　
合 

十
月
一
日
貊 

午
後
一
時
〜
四
時 

十
月
八
日
貊 

午
後
一
時
〜
四
時 

十
月
二
四
日
豸 

午
後
二
時
〜
四
時 

十
一
月
七
日
豸 

午
前
十
時
〜
十
二
時 

泉
南
市
の
文
化
財 

を
訪
ね
て 

ＪＲ 
阪
和
線 

「
新
家
駅
」 

ＪＲ 
阪
和
線 

「
和
泉
鳥
取
駅
」 

ＪＲ 
阪
和
線 

「
熊
取
駅
」 

熊
野
街
道
を
歩
く 

俳
人
　
原
コ
ウ
子 

熊
取
建
物
探
訪 

貝
塚
市
民 

図
書
館 

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
！
子
育

て
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
十
一
月
五
日

貊
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
一
階
大
会
議

室
▼
テ
ー
マ
＝
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
も
っ
と
豊
か
に
〜
こ
と

ば
育
て
・
こ
こ
ろ
育
て
〜
」
▼
講

師
＝
岩
崎
　
裕
美
さ
ん
（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
）
▼
費
用
＝

無
料
▼
一
時
保
育
＝
五
〇
人
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
、
希
望
さ
れ
る

方
は
保
険
料
三
〇
円
必
要
で
、
子

ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
と
生

年
月
日
も
併
記
く
だ
さ
い
。
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
二
十
七
日

豺
〜
十
月
十
五
日
貊
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
か
、
所
定
の
用
紙
（
幼
稚

園
・
公
民
館
等
に
設
置
）
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ

ー
ト
８
参
加
希
望
、
参
加
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
一
・
八
・
四
七

家
庭
児
童
相
談
室
ま
で
薀
祕
１
５

８
６
（e-m

ail
:
jidou-f@

city.
sennan.lg.jp

）

Ｅ
メ
ー
ル
等
に
よ
る
海
外
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な

英
文
構
成
能
力
養
成
講
座
。
▼
と

き
＝
十
月
二
日
か
ら
毎
週
土
曜
日

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
（
六
ヶ
月

間
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

▼
受
講
資
格
＝
高
校
卒
業
レ
ベ
ル

又
は
英
検
二
級
程
度
以
上
の
方
▼

費
用
＝
一
ヶ
月
一
、
〇
〇
〇
円
▼

申
込
み
＝
泉
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
薀
祚
２
２
３
１
▼
問
合
せ
＝
秘

書
課
（
内
線
二
〇
二
）

自
治
会
や
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
皆
さ
ん
に
大
阪
府
よ
り
樹
木

を
無
償
で
配
付
し
ま
す
。
▼
配
付

樹
木
＝
▽
高
木
九
種
類
（
サ
ク
ラ
、

ウ
メ
、
イ
チ
ョ
ウ
等
）
▽
低
木
九

種
類
（
サ
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
、
ア
ベ

リ
ア
等
）
▼
対
象
＝
市
民
の
皆
さ

ん
が
共
同
で
行
う
緑
化
▼
配
付
時

期
＝
平
成
十
七
年
三
月
▼
申
込

み
＝
九
月
十
七
日
貊
迄
に
施
設
管

理
課
へ
▼
そ
の
他
＝
配
付
条
件
等

に
つ
い
て
は
、
施
設
管
理
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
五
八
一
）

昨
年
多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ
た

「
い
ず
み
の
タ
コ
」
の
お
祭
り
が
今

年
は
泉
佐
野
漁
港
で
開
催
。
▼
と

き
＝
九
月
十
九
日
豸
午
前
十
時
〜

午
後
三
時
（
雨
天
決
行
）
▼
と
こ

ろ
＝
泉
佐
野
漁
協
青
空
市
場
周
辺

▼
内
容
＝
た
こ
焼
き
・
タ
コ
飯
・

タ
コ
唐
揚
げ
ブ
ー
ス
等
（
有
料
）

好
天
の
場
合
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
予
定
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興

課
（
内
線
五
八
三
）

店
舗
や
工
場
等
に
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
派
遣
す
る
経
営
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
▼
相
談
項
目
＝
笊
新
規

開
業
手
続
き
笆
大
型
店
の
進
出
に

あ
た
っ
て
の
今
後
の
経
営
や
販
売

戦
略
笳
ネ
ッ
ト
販
売
や
Ｉ
Ｔ
化
笘

新
製
品
の
販
路
開
拓
笙
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取

得
や
特
許
笞
新
分
野
、
新
製
品
の

開
発
支
援
や
経
営
革
新
笵
産
学
連

携
▼
費
用
＝
無
料
※
一
部
有
料
相

談
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉

南
市
商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

皆
さ
ま
の
営
業
上
の
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
専
門
相
談
員
に

よ
る
個
別
相
談
を
実
施
。
▼
と

き
＝
笊
九
月
八
日
貉
笆
九
月
十
三

日
豺
笳
九
月
二
十
四
日
貊
い
ず
れ

も
午
後
一
時
半
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
樽
井
区
民

セ
ン
タ
ー
二
階
）
▼
内
容
＝
笊
税

務
相
談
笆
経
営
相
談
笳
法
律
相
談

▼
対
象
＝
市
内
商
工
業
者
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

要
事
前
予
約
（
先
着
五
名
）
・
泉

南
市
商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

次
の
よ
う
な
仕
事
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
。
▼
対
象
＝
泉
南

市
に
居
住
の
健
康
で
、
働
く
意
欲

の
あ
る
六
十
歳
以
上
の
方
▼
年
会

費
＝
一
、
〇
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝

月
一
回
入
会
説
明
会
を
実
施
▼
問

合
せ
＝
譖
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
薀
祟
８
６
６
１

英
語
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
講
座
開
講

商
工
業
者
の
方
の
個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す

商
工
業
者
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

緑
化
樹
を
み
ん
な
で

育
て
て
み
ま
せ
ん
か

り
ん
く
う
タ
コ
カ
ー
ニ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ
ー

ト
８
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▽英語教室
「ピーターラビットを読もう」
▼とき＝平成16年10月１日～11月19日の
毎週金曜日、午前10時～11時半（全８回）
▼ところ＝信達公民館▼内容＝絵本を読
む初心者向き英語講座（英会話ではあり
ません）▼対象＝泉南市内在住の方▼参
加費＝テキスト代（２，０００円程度）
▼定員＝２０人（多数の場合は抽選）

▽中国語教室
▼とき＝平成16年10月４日～12月13日の
毎週月曜日、午前10時～11時半（全10回）
▼ところ＝樽井公民館▼内容＝初心者向
き中国語講座（講師は上海出身）▼対
象＝泉南市内在住の方▼参加費＝テキス
ト代（１，５００円程度）▼定員＝20人
（多数の場合は抽選）
▼申込み＝９月15日貉必着までに、往復
ハガキに、希望する講座名、住所、氏名、
年齢、電話番号を明記の上、〒５９０・
０５９２（住所不要）ABC委員会国際交
流事業部事務局（政策推進課）まで。▼
問合せ＝政策推進課（内線２８７）

ABC委員会国際交流事業部

軽作業 

施設 
管理 

事務 

園芸 
修理 
修繕 
家事 

清掃、除草、ビラ配り、各種屋内外作業、 

大工仕事、波板張替、網戸障子等張替、 
ペンキ塗り、その他小修理 

公園・テニスコート・自転車置き場等の管理 

一般事務、宛名書き、毛筆賞状書き 
庭木の剪定・消毒、施肥、庭の清掃 

家事手伝い、留守番、洗濯、その他家事  

その他軽作業 

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
十
月
六
日

〜
平
成
十
七
年
三
月
二
十
三
日
、

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
〜
九
時

（
年
末
・
年
始
・
祝
日
を
除
く
）
全

二
十
二
回
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
▼
内
容
＝
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
・
基
礎
コ
ー
ス
▼
対
象
＝
初

級
手
話
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た
方

で
泉
南
市
在
住
・
在
勤
の
方
▼
定

員
＝
三
十
名
▼
参
加
費
＝
テ
キ
ス

ト
代
実
費
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
九
蕭
祟
７
６
６
７
）

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
参

加
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
笊
九
月

十
四
日
貂
笆
十
月
一
日
貊
笳
十
月

二
十
二
日
貊
※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
二
時
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
テ
ー
マ
＝
笊
介

護
者
の
ス
ト
レ
ス
と
の
付
き
合
い

方
笆
お
口
の
中
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防

笳
誤
嚥
予
防
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
工
夫
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
笊
九
月
一
日
貉
〜
九
月
十
日

貊
笆
九
月
十
五
日
貉
〜
九
月
二
十

七
日
豺
笳
十
月
二
日
貍
〜
十
月
十

八
日
豺
の
期
間
に
、
電
話
で
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）
ま

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日
豺
午

前
十
一
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
泉

南
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
今
年

度
中
に
婚
姻
後
五
十
年
を
迎
え
ら

れ
る
ご
夫
婦
▼
申
込
み
＝
対
象
と

な
る
方
は
、
九
月
三
十
日
貅
ま
で

に
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
印
鑑
を
ご

持
参
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
み
の
時
に
婚
姻
年
月
日
を

申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

障
害
者
の
自
立
促
進
を
目
的
と

し
て
、「
第
二
十
七
回
障
害
者
作
品

展
」
や
「
文
化
芸
術
展
」、
障
害
者

に
便
利
な
最
新
機
器
の
展
示
な
ど
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
五
日
貍
・
二

十
六
日
豸
、
午
前
十
時
〜
午
後
五

時
▼
と
こ
ろ
＝
国
際
障
害
者
交
流

セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）
泉

北
高
速
鉄
道
「
泉
ヶ
丘
」
駅
下
車

徒
歩
四
分
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問

合
せ
＝
大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害

保
健
福
祉
室
計
画
推
進
課
企
画
調

整
グ
ル
ー
プ
薀
０
６
・
６
９
４

１
・
０
３
５
１
（
内
線
４
１
４
５
）

介
護
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
を
開
催
し
ま
す

中
級
手
話
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

金
婚
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
す

ABC委員会文化推進事業部では、

仲秋の名月をみながらコンサートを

開催します。

▼とき＝

９月２６

日豸午後

６時半～

８時半▼

ところ＝

一岡神社

境内（信

達 大 苗

代）▼内容＝マンドリンアンサンブ

ルはるかのマンドリン、うえの　和

弘さんのオカリナ演奏他▼その他＝

雨天中止▼問合せ＝生涯学習課（内

線２４７）

第
二
回
共
に
生
き
る

障
害
者
展

▼とき＝１０月１６日貍開場
午後１時半、開演２時
▼ところ＝文化ホール（全
席自由）
▼出演者＝角川　博さん
▼入場料＝一般３，０００
円（当日３，５００円）割引
２，５００円（当日３，０００円）
▼割引対象＝高校生以下、６０歳以上、障害者の方及
び介護者（生年月日や障害者手帳など、確認できるも
のを持参ください。※代理人がチケットを購入する際
も委任者のものが必要です。）▼チケット販売＝図書
館２階事務所で、午前９時～午後５時（月曜、祝日を
除く）▼問合せ＝文化ホール（薀祗７７６７）

市民の皆さんの丹精込めた手作
りの作品展示会を開催します。
▼とき＝１１月１２日貊～１１月
１４日豸の午前１０時～午後４時
▼ところ＝文化ホール展示室
▼応募資格＝市内在住、在勤、在
学者（中学生以下は除く）
▼募集部門＝絵画、生花、陶芸
（応募作品は１人１部門につき２
点までで、自作・未発表に限る）
▼申込み＝９月１５日貉～１０月７日貅（毎週月曜日・
９月２１日貂・２３日豢は除く）※時間は午前１０時
～午後５時に文化ホール事務所（図書館２階）へ
▼問合せ＝文化ホール

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
日
豢
午
前
十

時
〜
十
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
市

民
体
育
館
▼
対
象
＝
市
内
在
住
・

在
勤
で
十
八
歳
以
上
の
方
▼
定

員
＝
先
着
五
十
名
▼
申
込
期
間
＝

九
月
八
日
貉
〜
九
月
十
八
日
貍
、

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
月
曜
の

午
後
・
火
曜
日
は
休
館
）
▼
申
込

方
法
＝
体
育
館
備
え
付
け
用
紙
に
、

写
真
一
枚
（
三
詢
×
二
・
五
詢
）

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講

義
・
実
習
▼
持
参
品
＝
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
、
上
靴
▼
そ
の
他
＝
▽
講

習
会
を
終
了
さ
れ
た
方
に
「
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用
許
可
証
」
を

発
行
し
ま
す
。（
許
可
証
が
な
け
れ

ば
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
有
料
）
の

使
用
は
で
き
ま
せ
ん
）
▽
許
可
証

の
期
限
切
れ
に
は
ご
注
意
を
！

（
六
ヶ
月
以
上
経
過
す
る
と
更
新
で

き
な
く
な
り
ま
す
。）
▼
問
合
せ
＝

市
民
体
育
館
（
薀
祗
１
０
０
０
）

身
体
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
と
心

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
一
緒
に
し
ま

せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
費
用
＝
月
額

一
、
五
〇
〇
円
・
保
険
料
一
、
五

〇
〇
円
・
体
育
館
使
用
料
二
〇
〇

円
（
一
回
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

ク
ラ
ブ
事
務
局
薀
祗
７
１
７
３

〜
旧
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
〜

▼
と
き
＝
十
一
月
三
日
豢

一
般
男
子
・
女
子
の
部
（
八
㎞
）

の
優
勝
者
各
一
名
に
、
第
十
三
回

泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
平
成
十
八
年
二
月
）
の
優
先
出
場

権
（
参
加
費
免
除
）
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
大
会
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
十
月
号
及
び
市
民
体
育
館
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
五
日
貂
・
十
九
日

貂
・
十
一
月
二
日
貂
、
午
後
一
時

半
〜
三
時
半
（
後
片
付
け
の
時
間

含
む
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
対
象
＝
六
十
歳
以
上
の
市
民
、

十
八
歳
以
上
の
障
害
者
手
帳
所
持

者
で
三
回
を
通
し
て
出
席
で
き
る

方
▼
内
容
＝
初
心
者
の
方
を
対
象

に
陶
芸
の
い
ろ
は
を
学
び
ま
す
。

▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
・
雑
巾
・

ゴ
ミ
袋
▼
定
員
＝
十
五
名
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
材
料

費
等
一
、
五
〇
〇
円
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
九
月
二
十
二
日
貉
必
着

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
障
害

者
手
帳
に
記
載
の
障
害
者
名
を
記

入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
二
一
四

泉
南
市
樽
井
一
・
八
・
四
七
　
あ

い
ぴ
あ
泉
南
「
陶
芸
入
門
講
座
」

係
へ
薀
祕
０
７
０
７

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
元
気

に
暮
ら
す
為
に
。
翌
日
に
は
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

「
体
験
ミ
ニ
教
室
」
も
行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
四
日
豺
午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
内
容
／
テ
ー
マ
＝
講
演
／
痴

呆
は
初
期
で
食
い
止
め
よ
う
▼
講

師
＝
高
林
実
結
樹
さ
ん
（
痴
呆
予

防
教
室
を
広
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害

福
祉
課
（
内
線
二
四
三
・
三
〇
四
）

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
人
の
よ
き

友
人
・
よ
き
隣
人
と
な
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
笊
十
月
六
日
貉
笆

十
二
日
貂
笳
十
八
日
豺
笘
二
十
五

日
豺
※
時
間
は
す
べ
て
午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
対
象
＝
精
神
保
健
福
祉
に
関

心
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
全
回
出

席
で
き
る
方
▼
定
員
＝
三
十
名

（
先
着
順
）
▼
内
容
／
講
師
＝
笊
こ

こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
／
村
田
章
さ

ん
（
紀
泉
病
院
院
長
）
笆
精
神
保

健
福
祉
の
現
状
と
か
か
わ
り
の
視

点
／
油
谷
啓
子
さ
ん
（
大
阪
府
こ

こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ
ー
）
笳

地
域
で
生
活
す
る
精
神
障
害
者
の

暮
ら
し
／
精
神
障
害
者
当
事
者
・

小
規
模
通
所
授
産
施
設
「
泉
南
フ

レ
ン
ド
」
施
設
長
笘
精
神
保
健
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
／
精
神

保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
は
ぁ
と
の
会
」
※
手
話
通
訳

の
必
要
な
方
は
事
前
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
九
月
十
三
日
豺
か
ら
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
三
〇
九
蕭
祟
７
６
６
７
）

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
」
の
ご
案
内

も
の
忘
れ
ス
ッ
キ
リ

講
演
会
を
開
催

リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ

部
員
を
募
集
し
ま
す

第
二
十
回
泉
南
市
り
ん
く

う
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

あ
い
ぴ
あ
陶
芸

入
門
講
座

今年も健康づくりフェアーを開催します。様々な催しがあ
りますので、ぜひご家族でご来場ください。
▼とき＝平成１６年９月５日豸午前１０時～午後４時
▼ところ＝あいぴあ泉南・市民体育館（第２競技場でニュー
スポーツの紹介）
▼内容＝禁煙サポート、歯科診察、薬事相談・体の施術相談等の
健康関連相談、食生活改善展、各種健康測定、ニュースポーツの
紹介、献血等★消防による救急講習会も同時に開催しています。
▼費用＝無料▼その他＝手話通訳あります。駐車場に限りがあり
ますので、自転車又はさわやかバス等をご利用ください。なお、
申込者多数の場合は、イベント（特に測定）の受付を制限させて
いただく場合があります。
▼問合せ＝国保年金課（内線２９１・３８０）



き
が
い
」
の
た
め
に
働
く
場
を
つ
く
る

就
労
的
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
（
生
き

が
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
化
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
や
百
万
円
を
上
限
と
し
た
助
成
金
の

交
付
な
ど
、
各
種
相
談
・
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
委
託
を

受
け
て
い
る
「
生
き
が
い
ワ
ー
カ
ー
ズ

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
平
成
十

六
年
度
「
生
き
が
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
」
と

し
て
事
業
化
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
地
域
に
「
あ
っ
た
ら
い

い
な
」「
や
っ
て
み
た
い
な
」
と
い
う
ア

イ
デ
ィ
ア
と
ア
ク
シ
ョ
ン
を
応
援
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
福
祉
人
権
推
進
セ

ン
タ
ー
「
生
き
が
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」

薀
０
６
・
６
５
６

１
・
４
１
９
８
／
蕭
０
６
・
６
５
６

１
・
４
２
１
１

緑
の
募
金
は
、
大
阪
を
緑
豊
か
に
し

て
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
減
ら
し
、
地

球
温
暖
化
か
ら
街
を
守
る
た
め
に
が
ん

ば
り
ま
す
。
街
や
緑
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
緑
の
募
金
を
呼
び
か
け
る
姿
を
見
か

け
た
ら
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
秋
の
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝
九
月
一

日
〜
十
月
三
十
一
日

▼
問
合
せ
＝
大
阪
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会

薀
０
６
・
６
２
６
０
・
３
５
８
０

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 

9月2日、9日、30日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所納税課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

泉南ぴあ 
センター 
薀82-1027

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時半～８時 

緑
の
募
金
に

ご
協
力
下
さ
い

関西国際空港情報：№52

開港１０周年を記念し、
２００７年供用開始をめ
ざし造成中の２期空港島
をコースとしたランニン
グ大会を行います。
▼開催日＝１０月２４日
豸

▼申込締切＝（一次締切）
９月１４日貂※割安料金
で受け付け（二次締切）
１０月６日貉※インター
ネット受付のみ
▼定員＝先着順４，００
０名（個人・グループで
の参加可能）
▼その他＝詳細について
はホームページをご覧く
ださい。

（アドレス／http ://ww
w.runtes.jp）
▼問合せ＝新地球Run in
KIX事務局薀０６・６３０
５・６３０２午前９時半
～午後５時半（土日祝
日・第３金曜日を除く）

関空マラソン「新地球Run in KIX」開催（参加
者募集）

十
月
一
日
の
保
険
税
本
算
定
日
に
合

わ
せ
、
九
月
一
日
よ
り
保
険
税
の
減
免

申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

減
免
対
象
と
な
る
の
は
市
民
税
所
得

割
非
課
税
世
帯
で
、
世
帯
主
及
び
被
保

険
者
全
員
の
平
成
十
五
年
中
所
得
の
合

算
額
が
次
に
該
当
さ
れ
る
方
で
す
。

平
成
十
六
年
四
月
一
日
（
賦
課
期
日
）

現
在
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
全
員
を

対
象
と
し
て
、
平
成
十
五
年
中
所
得
の

合
算
額
が
、（
被
保
険
者
数
×
三
十
五
万

円
）
＋
三
十
六
万
円
よ
り
少
な
い
場
合
。

笊
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
降
に
新
規

加
入
さ
れ
た
世
帯
は
、
そ
の
資
格
取
得

日
現
在
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
全
員

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

笆
賦
課
期
日
以
降
に
加
入
さ
れ
た
被
保

険
者
は
除
い
て
計
算
し
ま
す
。

笳
六
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
対
す

る
公
的
年
金
の
年
金
所
得
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
金
所
得
よ
り
十
五
万
円
控
除
し

た
金
額
を
年
金
所
得
と
し
て
計
算
し
ま

す
。

笘
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
額
は
均
等
割
・
平
等
割
の
二
割
相

当
額
で
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
九
月
三

十
日
ま
で
に
、
認
め
印
・
被
保
険
者
証

を
持
参
の
上
、
市
役
所
国
保
年
金
課
へ

お
越
し
下
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
国
保
年

金
課
（
内
線
二
九
一
・
三
八
〇
）

本
年
九
月
か
ら
十
一
月
の
三
ヶ
月
間

に
わ
た
り
、
平
成
十
六
年
全
国
消
費
実

態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
国
民
の
家
計
の
所
得
・
消
費
・
資

産
の
三
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
世
帯
か
ら

統
計
的
な
方
法
に
基
づ
い
て
選
定
さ
れ

た
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
結
果
は
、
統
計
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
各
種
社

会
・
経
済
政
策
等
の
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
調
査
に

関
す
る
事
柄
を
、
統
計
を
作
成
す
る
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
統
計
法

で
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調

査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
▼
問

合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
、
日
本
人
の

五
人
に
一
人
が
、
一
生
の
う
ち
で
一
度

は
う
つ
病
を
経
験
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
治
療
を
受

け
て
い
る
人
は
わ
ず
か
で
、
単
な
る
甘

え
と
誤
解
さ
れ
た
り
、
本
人
が
病
気
と

気
づ
か
ず
、
適
切
な
治
療
を
受
け
て
い

な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
う

つ
病
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
八
日
貂
午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

三
階
研
修
室
▼
講
師
＝
向
井
　
泰
二
郎

さ
ん
（
近
畿
大
学
医
学
部
助
教
授
）
▼

定
員
＝
六
十
名
※
手
話
通
訳
の
必
要
な

方
は
事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
十
三
日
豺
か

ら
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
高
齢
障
害
福
祉
課

ま
で
（
内
線
三
〇
九
／
蕭
祟
７
６
６
７
）

身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
又
は
療

育
手
帳
Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
方
に
発
行

し
て
い
ま
す
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
で
き

る
会
社
が
増
え
ま
し
た
。
乗
車
時
に
運

転
手
へ
タ
ク
シ
ー
券
利
用
の
申
込
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
会
社
名
＝
大
阪
第
一
交
通
（
薀
碼
２

１
０
５
）
・
泉
陽
タ
ク
シ
ー
（
薀
碾
１

４
５
１
）
・
水
鉄
タ
ク
シ
ー
（
薀
睿
３

７
６
１
）
・
新
大
阪
タ
ク
シ
ー
（
薀
碯

１
１
１
３
）
・
阪
南
福
祉
タ
ク
シ
ー

（
薀
磴
２
８
５
７
）
・
つ
ば
め
タ
ク
シ
ー

（
薀
磴
０
２
０
２
）
（
追
加
）
▼
問
合

せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
二
八
八
）

市
内
在
住
の
要
介
護
四
又
は
五
の
認

定
を
受
け
た
、
常
に
失
禁
状
態
で
お
む

つ
の
使
用
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
た
方

に
対
し
て
、
紙
お
む
つ
の
現
物
支
給
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
支
給
方
法
＝
要
介
護
者
が
組
合
せ
リ

ス
ト
か
ら
一
人
一
ヶ
月
六
、
二
五
〇
円

（
限
度
額
）
内
で
対
象
介
護
用
品
数
種
類

か
ら
選
択
し
た
も
の
を
現
物
支
給
し
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
四
）

大
阪
府
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
仲
間

と
と
も
に
「
事
業
」
を
起
こ
し
て
、「
生

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

制
度
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
い
き
が
い

ワ
ー
カ
ー
ズ
大
募
集

平
成
十
六
年
全
国
消
費
実
態

調
査
に
ご
協
力
を

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

う
つ
病
と
つ
き
あ
う

重
度
障
害
者
の
方
へ
の
タ
ク
　

シ
ー
利
用
事
業
者
の
追
加

介
護
用
品
支
給
事
業
が
一
部

変
わ
り
ま
す



１
２
３
４
（
代
表
）
薀
＃
９
１
１
０
（
直

通
）

笆
警
察
相
談
所
（
泉
南
警
察
署
広
聴
相
談

係
）
薀
磚
１
２
３
４
（
内
線
二
二
四
）

家
族
や
知
人
等
で
、
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
人
を
捜
し
て
い
る
方
は
、
一
度
特

別
相
談
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間
＝
九
月
二
十
日
豢
〜
二
十
六

日
豸
の
毎
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
開
設
場
所
＝
大
阪
市
天
王
寺
区
一
丁
目

十
一
番
十
八
号
四
天
王
寺
境
内
亀
の
池
南

「
が
ら
ん
回
廊
北
側
」

▼
そ
の
他
＝
特
別
相
談
開
設
期
間
以
外
で

も
、
大
阪
府
警
察
本
部
鑑
識
課
（
四
階
）

内
に
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を

常
設
（
土
日
祝
日
は
除
く
）
し
て
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
一
日
貂
か
ら
三
十
日
貅
ま
で

の
十
日
間
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
、
交
通
事
故
の
防

止
を
目
的
と
し
て
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
運
動
の
重
点
＝
笊
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
笆
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
推
進
笳
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
笘

め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車
の
追
放

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
　
薀
磚
１
２
３

４
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
先
立
ち
、

次
の
通
り
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
九
月
三
日
貊
笆
九
月
七
日
貂

笳
九
月
八
日
貉
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
六

時
半
受
付
、
午
後
七
時
開
始

▼
と
こ
ろ
＝
笊
新
家
公
民
館
笆
あ
い
ぴ
あ

泉
南
笳
信
達
公
民
館
※
新
家
公
民
館
・
信

達
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
　
薀
磚
１
２
３

４
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

九
月
二
十
三
日
貅
の
休
日
に
伴
い
、
可

燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収

集
日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日

程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日

の
午
前
九
時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所

に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
九
月
二
十
日
豺
は
休
日

で
す
が
、
通
常
通
り
収
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
　
薀
祟
５
８
７
５

一
般
家
庭
に
お
い
て
排
出
者
自
ら
に
よ

る
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
促
進
し
、
ご
み
の

減
量
化
・
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

機
器
の
購
入
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
但
し
、
電
気
設
備
等
の
付
帯
設
備
費

用
は
補
助
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
補
助
金
額
は
、
機
器
購
入
価
格
の

二
分
の
一
以
内
に
相
当
す
る
金
額
と
し
、

二
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
　
薀
祟
５
８
７
５

最
近
、
市
内
に
お
い
て
宅
内
給
水
管
の

汚
れ
を
無
料
点
検
す
る
等
の
趣
旨
で
、
ご

家
庭
を
業
者
が
訪
問
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

宅
内
給
水
管
の
清
掃
は
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う
な
業

者
と
泉
南
市
水
道
部
と
は
一
切
関
係
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
　
薀
祗
６
５

５
１

　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 筍 笋 琺 瑕 琿 瑟
瑙 筧 筰 筱 瑰 瑣 瑪
瑶 箟 箍 璞 璧 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢  

9月1日～10月9日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙瑁筰筱瑰筮箝
瑶繻箍璞璧珈玳
珎縟笙珥珮珞璢  

　 　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙筧筰筱筬瑣瑪
瑶繻箍璞璧珈玳
珎縟笙珥珮珞璢  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

9月1日～10月9日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

9月1日～10月9日・薀祟４３６１ 

行
方
不
明
者
を
捜
す

特
別
相
談
所
の
開
設

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

安
全
講
習
会
の
実
施

ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

宅
内
給
水
管
の
清
掃
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
。
但
し
、
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

第
一
子
、
第
二
子
は
五
、
〇
〇
〇
円
、

第
三
子
以
降
は
一
〇
、
〇
〇
〇
円
。

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に

支
給
対
象
と
な
る
児
童
は
平
成
七
年
四
月

二
日
か
ら
平
成
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

児
童
で
す
。
但
し
、
手
当
の
受
給
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る

方
も
、
額
改
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
月
末
時
点
で
受
給
さ
れ
て
い
る

新
小
学
校
一
年
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
※
九
月
三
十
日
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）
に
手
続
き
を

さ
れ
た
方
は
、
四
月
分
よ
り
よ
り
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
申

請
さ
れ
た
方
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
。

印
鑑
、
請
求
者
（
家
庭
に
お
け
る
生
計

の
中
心
者
）
名
義
の
銀
行
等
の
通
帳
、
請

求
者
の
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
児
童

福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
申
請
で
す
）

次
の
笊
〜
笵
の
よ
う
な
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
、
必
ず
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
笊
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る

受
給
者
が
退
職
し
た
と
き
笆
出
生
等
に
よ

り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
増
加
し
た

と
き
笳
受
給
者
の
住
所
が
他
市
区
町
村
に

変
わ
っ
た
と
き
笘
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
笙
受
給
者
、
児
童
の
氏
名
が
変
わ

っ
た
と
き
笞
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た

と
き
笵
支
払
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
た

い
と
き
※
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
給

で
き
る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と

な
の
本
と
子
ど
も
の
本（
約
二
六
〇
〇
冊
）

を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま

す
。
か
し
の
き
号
で
は
、
お
一
人
に
つ
き

八
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡

回
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大

雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ

り
、巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書

館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
十
月
の
巡
回
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
回
の
広

報
せ
ん
な
ん
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
　
薀
祗
７
７
６
６

警
察
で
は
、
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
営

む
上
で
の
障
害
又
は
、
生
活
の
安
全
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

▼
相
談
場
所
＝
笊
警
察
相
談
室
（
大
阪
府

警
察
本
部
一
階
）
薀
０
６
・
６
９
４
３
・

　　　珈玳珎玻
珀笞珮珞璢琅瑯
琥筍琲琺瑕琿瑟
瑙筧筰瑩筬瑣瑪
瑶箟璋璞箚珈玳
珎笘珀珥珮珞璢  

鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

9月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

9月1日～10月9日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

① 澎 
① 澎 
滷 澑 
滷 澑 
③ ⑰ 
③ ⑰ 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

9月 

潯 澤 
潯 澤 
潛 箝 
潛 箝 
⑩ 濆 
⑩ 濆 

●は土曜日の巡回です 

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

九
月
十
一
日
は
警
察
相
談

の
日
で
す

家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上

を
目
的
に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
て
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

支
　
給
　
対
　
象

手
　
続
　
き

受
給
中
の
方
の
手
続
き

小
学
一
年
生
か
ら
三
年
生
の
児
童

を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

手
当
の
額
（
月
額
）



未
満
の
乳
児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転
す
る
必

要
が
あ
る
方
▼
貸
出
期
間
＝
三
ヶ
月
間
▼

費
用
＝
無
料
（
但
し
、
洗
浄
代
等
が
必
要

な
場
合
あ
り
）
▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
▼

そ
の
他
＝
新
生
児
（
一
歳
未
満
児
）
一
人

に
対
し
て
一
回
一
台
の
貸
出
。
貸
出
の
可

否
は
先
着
順
で
、
内
容
を
審
査
の
上
決
定

し
ま
す
※
貸
出
数
に
限
り
あ
り

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内

線
三
四
八
）

福
祉
医
療
制
度
は
、
平
成
十
六
年
十
一

月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
今
月
号
と

来
月
号
に
わ
た
り
改
正
点
と
概
要
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。
今
月
は
主
な
改
正
点
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

笊
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者

を
父
子
家
庭
に
も
拡
充
し
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
に
名
称
変
更

こ
れ
ま
で
十
八
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度

末
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
と
そ

の
児
童
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ひ

と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
の
観
点
か
ら
、
十

一
月
よ
り
父
と
そ
の
児
童
を
対
象
に
加
え

ま
す
。
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お

り
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
の
規
定
を
準

用
し
ま
す
（
二
人
世
帯
の
場
合
二
三
〇
万

円
）。
対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
健
康
保
険

証
を
持
参
の
う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

笆
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限

が
変
わ
り
ま
す

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
で
は
、
対
象

者
と
な
る
所
得
制
限
に
つ
い
て
引
き
下
げ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
人
所
得
一
、
〇
〇
〇

万
円
以
下
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
一
月

よ
り
四
六
二
万
一
千
円（
単
身
者
の
場
合
）

以
下
と
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
受
給
資

格
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
新
医
療
証
を

十
月
中
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

笳
老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
廃
止

こ
れ
ま
で
六
十
五
歳
〜
六
十
九
歳
の
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
対
し
て
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
、
昭
和

十
四
年
十
月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
七

十
歳
に
な
る
ま
で
引
き
続
き
医
療
費
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

笘
老
人
・
一
部
負
担
金
相
当
額
等
助
成
制

度
の
所
得
制
限
が
変
わ
り
ま
す

老
人
保
健
対
象
者
で
、
特
定
疾
患
等
受

給
対
象
者
に
つ
い
て
、
一
部
負
担
金
助
成

対
象
者
の
要
件
と
な
る
所
得
制
限
が
新
た

に
設
け
ら
れ
ま
す
。
本
人
所
得
が
二
二
四

万
円
以
下
（
単
身
の
場
合
）
の
場
合
に
対

象
者
と
な
り
ま
す
。
十
一
月
以
降
も
受
給

資
格
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
十
月
中
に

新
証
明
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

笙
被
用
者
保
険
と
の
併
用
に
つ
い
て

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
、
障
害
者
医
療

費
助
成
及
び
老
人
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

附
加
給
付
制
度
の
あ
る
被
用
者
保
険
本
人

は
対
象
外
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
十
一

月
よ
り
各
医
療
助
成
制
度
の
対
象
に
加
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
ら
れ

る
方
は
次
の
も
の
を
持
参
の
上
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
▽
健
康
保
険
証
、

児
童
扶
養
手
当
証
書
（
受
給
者
の
み
）、

公
的
年
金
証
書
（
受
給
者
の
み
）

②
障
害
者
医
療
▽
健
康
保
険
証
、
障
害
者

（
療
育
）
手
帳

笞
一
部
負
担
金
の
導
入
に
つ
い
て

乳
幼
児
医
療
費
助
成
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
、
障
害
者
医
療
費
助
成
、
老

人
医
療
費
一
部
負
担
金
相
当
額
等
助
成
に

つ
い
て
、
病
院
で
一
部
負
担
金
の
支
払
い

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
医
療
機
関
一
日
に
つ
き
入
通
院
各
五

〇
〇
円
ま
で
（
月
二
日
限
度
）
た
だ
し
調

剤
薬
局
は
除
き
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
生
活

福
祉
課
（
内
線
二
七
九
・
三
一
〇
）

平
成
十
六
年
度
よ
り
敬
老
祝
い
金
を
敬

老
祝
い
品
に
変
更
し
、
平
成
十
六
年
九
月

十
五
日
現
在
七
十
歳
（
古
希
）
・
七
十
七

歳
（
喜
寿
）
・
八
十
八
歳
（
米
寿
）
・
九

十
九
歳
（
白
寿
）
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
と
な
る
方
に
お
知

ら
せ
の
ハ
ガ
キ
を
十
月
末
に
送
付
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
四
）

▼
資
格
＝
六
〇
歳
未
満
の
方
で
、放
課
後
、

土
曜
日
及
び
学
校
休
業
日
等
に
勤
務
で
き

る
方
、
但
し
信
達
小
学
校
在
籍
児
童
の
保

護
者
は
不
可
▼
定
員
＝
二
人
▼
時
間
給
＝

八
一
〇
円
▼
勤
務
地
＝
信
達
小
学
校
留
守

家
庭
児
童
会
▼
選
考
方
法
＝
面
接
審
査
▼

選
考
日
＝
九
月
十
七
日
貊
▼
雇
用
期
間
＝

十
月
一
日
か
ら
半
年
間
▼
申
込
み
＝
九
月

十
四
日
貂
ま
で
に
写
真
付
履
歴
書
を
生
涯

学
習
課
へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内

線
二
五
二
）

笊
防
衛
大
学
校
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有

す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
か
ら
二

十
一
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝
修
学
年
限

は
四
年
で
卒
業
後
一
年
で
幹
部
に
任
官
笆

防
衛
医
科
大
学
校
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を

有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
か
ら

二
十
一
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝
修
学
年

限
は
六
年
で
医
師
免
許
取
得
後
幹
部
に
任

官
笳
看
護
学
生
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有

す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
か
ら
二

十
四
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝
修
学
年
限

三
年
で
看
護
士
免
許
取
得
後
に
曹
に
任
官

▼
笊
笆
笳
申
込
み
受
付
期
間
＝
九
月
十
日

貊
〜
十
月
一
日
貊
▼
笊
笆
笳
問
合
せ
＝

泉
佐
野
募
集
案
内
所
　
薀
磋
６
９
６
３

福
祉
医
療
助
成
制
度
の

ご
案
内

敬
老
祝
い
金
が
敬
老
祝
い
品

に
変
わ
り
ま
す

臨
時
職
員
（
留
守
家
庭
児
童

会
指
導
員
補
助
）

防
衛
庁
・
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

平
成
十
三
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
「
泉

南
市
環
境
実
践
ア
イ
デ
ィ
ア
大
賞
」
も
、

今
回
で
第
四
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

過
去
、
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
実
践
ア

イ
デ
ィ
ア
を
ご
応
募
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
球
温
暖

化
・
水
質
汚
濁
な
ど
の
地
球
規
模
の
環
境

問
題
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
で
行
う

省
エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ま
た
水
周
り
で

の
工
夫
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
環
境
悪
化

の
防
止
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
、
今
年

度
も
次
の
と
お
り
の
要
領
で
環
境
実
践
ア

イ
デ
ィ
ア
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
者
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
限
る
。（
個
人
、
団
体
、
法

人
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▼
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
封
書
に

実
践
ア
イ
デ
ィ
ア
（
様
式
は
自
由
）
と
住

所
、
氏
名
（
団
体
名
、
法
人
名
）、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九

二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
環
境
整
備

課
ま
で
。

▼
応
募
期
間
＝
平
成
十
六
年
十
一
月
末
日

ま
で
。

▼
表
彰
＝
個
人
、
団
体
の
部
門
別
に
▽
ア

イ
デ
ィ
ア
大
賞
（
一
人
）
▽
優
秀
作
（
一

人
）
▽
入
選
（
一
人
）
を
一
月
頃
に
発
表

す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課（
内
線
三
五
八
）

泉
南
市
祭
礼
パ
レ
ー
ド
及
び
市
内
各
地

区
の
祭
礼
（
秋
祭
り
）
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
等
に
よ
り
、
さ
わ
や
か
バ
ス
（
泉
南

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
運
行
を
次
の

と
お
り
一
部
変
更
・
休
止
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

笊
一
部
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
十
月

三
日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝
▽
山
回
り
（
第

三
便
、
第
四
便
）
▽
南
回
り
（
第
二
便
、

第
三
便
、
第
四
便
）
▽
北
回
り
（
第
二
便
、

第
三
便
）
▽
中
回
り
（
第
二
便
、
第
三
便
）

笆
終
日
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
十
月

九
日
貍
、
十
月
十
日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝

す
べ
て
の
運
行
を
休
止
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
▽
南
海
ウ
イ
ン
グ
バ
ス
南
部

譁
　
薀
磅
０
６
０
１
▽
環
境
整
備
課
（
内

線
三
四
八
）

泉
南
市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
推
進
の
た
め
、
新
生
児
（
一
歳
未
満
児
）

を
対
象
に
、
乳
児
用
シ
ー
ト
の
無
料
貸
出

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
方
で
、
車
を

所
有
し
、
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
一
歳

砂川第二幼稚園は、昭和５８年４月に新家楠台に開園し、

現在３３０名の園児が在園しています。高台に位置し、眼

下に泉南市遠くは関西国際空港と、大変見晴らしがよろし

いです。

幼稚園の役割として、一人一人の個性を伸ばし、創造性

を高め、協調性を身につける等様々な目的があります。中

でも重要なのは前進する力の生きる意欲、つまり自立心を

育てることだと考えています。自立心は、親の保護の行き

届いた家庭では甘えがでてなかなか育ちにくく、幼稚園と

いう集団生活での人との関わりを通して自然と社会性を身

につけ、自立する心も育ちます。当園の保育の中で特徴の

あるものとして、次のものがあります。

幼稚園に設置している

遊具や運動用具を利用

し、年齢にあった種

目で体力づくりを

行っています。歳

児別の体力カードを

つくり、ボール投げや幅

跳び、４・５歳児は竹馬や鉄棒にも挑戦しています。一つ

でも多く合格しようとする意欲や、合格したときの達成感。

みんなで励まし合ったり、教えあったりの連帯感。感動的

な場面が沢山見られます。もちろん子ども達に標準的な体

力を付けてもらうのが一番のねらいですが、それ以上に得

るものも多いと思います。

毎年６月に宿泊保育を

行っています。日中は遊

園地で遊び、ホテルで

一泊するのですが、親の

子離れを含め、自主心を育

てるという目的には効果的

な行事ではないかと考えていま

す。幼児期にしか得られない様々な体験を通してそれに立

ち向かい、逞しく生きてもらうことが私たちの切実な願い

です。このような行事以外にも様々な行事・保育が子ども

達を待っています。それらを糧として、すくすくと成長す

る子ども達をご家庭と共に優しく見守り育てています。

▼問合せ＝指導課（内線３５９）

第
四
回
泉
南
市
環
境
実
践

ア
イ
デ
ィ
ア
大
賞
を
募
集
！

さ
わ
や
か
バ
ス
運
行
休
止
の

お
知
ら
せ

乳
児
用
シ
ー
ト
の
無
料
貸
出
　

を
実
施
し
て
い
ま
す



平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
本
市
情
報
公
開

条
例
と
個
人
情
報
保
護
条
例
の
平
成
十
五
年
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
情
報
公
開
請
求
及
び
自
己
情
報
開
示
請
求
の
決
定

事
項
に
つ
い
て
、
不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

運
用
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/

）

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二
八
）

泉南市では、平成１２年４月１日より個人情報保護条例を施行し、市民の皆様のプライバシー保護に努めています。

今回は平成１５年６月１日から平成１６年５月３１日までに、取扱いが開始された事務についてお知らせします。

また、ホームページにおいても詳しく掲載していますのでご覧ください。（http://www.city.sennan.osaka.jp/）

請求件数が３８件ありました。
３８件のうち全部公開が２０件、一部公開が９件、
不存在が６件、取下げが３件となっています。

請求件数が２３件ありました。
２３件のうち全部開示が１６件、不存在が７件とな
っています。

笊児童手当事務
笆特別児童扶養手当事務
笳児童扶養手当事務
笘母子家庭事務
笙母子福祉事務
笞父子福祉事務
笵母子・寡婦相談事務
笨家庭児童相談室事務

笶児童虐待防止ネットワーク事務
筐子育て支援センター事務（児童福
祉課笊～筐）
筺泉南国際人の育成講座名簿作成事
務
笄泉南自然遊学講座名簿作成事務
（地域振興課筺～笄）
筍あんしんネット登録事務（指導課）

笋「電子証明書」発行申請などの届
出事務（市民課）
筌大阪府浄化槽維持管理事務（環境
整備課）
筅住民情報システム操作ログ取得事
務（情報管理課）

（
仮
称
）
泉
南
市
農
業
公
園
の
隣
接
地
で
、

大
阪
府
み
ど
り
公
社
が
優
良
農
地
を
分
譲
し

て
い
ま
す
。

分
譲
農
地
は
約
千
三
百
㎡
〜
七
千
八
百
㎡

の
九
区
画
で
、
そ
の
内
約
三
千
二
百
㎡
と
七

千
八
百
㎡
の
二
区
画
に
つ
い
て
は
農
業
関
連

施
設
用
地
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
分
譲

地
は
全
区
画
給
水
バ
ル
ブ
が
完
備
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
幅
員
四
袤
以
上
の
舗
装
道
路
か
ら

直
接
進
入
可
能
で
、
上
水
道
、
電
気
、
電
話

回
線
も
接
続
で
き
ま
す
。
現
在
、
切
り
花
や

洋
ラ
ン
を
生
産
す
る
ハ
ウ
ス
五
農
家
、
野
菜

生
産
ハ
ウ
ス
一
法
人
が
営
農
し
て
い
ま
す
。

農
家
や
新
規
に
就
農
す
る
方
、
農
業
生
産
法

人
等
が
分
譲
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
分

譲
価
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
譛
大
阪
府
み

ど
り
公
社
（
薀
０
６
・
６
２
６
６
・
８
９
１

６
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
農
林
水
産
課
（
内
線
五
七
四
）

九
月
以
降
、
日
本
学
生
支
援
機
構
（
元
日

本
育
英
会
）、
大
阪
府
育
英
会
等
の
高
校
・
大

学
入
学
予
定
者
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
の
予

約
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
各
種
奨
学

金
に
つ
い
て
の
相
談
を
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

申
請
に
あ
わ
せ
、
教
育
委
員
会
学
務
課
に
お

き
ま
し
て
も
左
記
日
程
で
相
談
を
受
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
書
の
配
布
・
申
請
窓
口
は
、
通
わ
れ
て

い
る
中
学
、
高
校
等
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
▼
相
談
窓
口
＝
笊
人

権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
月
〜
土
の
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
）
笆
学
務
課
（
九
月
二
十
七

日
〜
十
月
一
日
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）

▼
問
合
せ
＝
▽
泉
南
市
人
権
協
会
　
薀
祕
１

４
０
１
▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
薀
祟

６
４
４
７
▽
学
務
課
（
内
線
三
五
七
）

近
年
、
海
は
急
速
に
汚
染
さ
れ
、
動
植
物

の
生
態
系
に
も
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
海
を
汚
染
す
る
要
因
の
約
七

割
が
家
庭
か
ら
の
汚
水
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
南
大
阪
湾
岸
南

部
流
域
下
水
道
組
合
で
は
水
の
環
境
教
育
の

場
と
し
て
、
施
設
を
一
般
の
方
々
に
公
開
し

て
い
ま
す
。「
下
水
道
の
仕
組
み
」
と
「
浄
化

の
不
思
議
」
を
皆
さ
ん
も
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
ご
希
望
の
方
は
、
五
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
見
学
申
込
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
。）
午
前

十
時
〜
午
後
四
時
（
見
学
時
間
は
約
一
時
間
）

▼
問
合
せ
＝
南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水
道

組
合
　
薀
祕
３
４
４
４
　

農
業
公
園
隣
接
地
で

優
良
農
地
分
譲

奨
学
金
の
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

下
水
道
は
ど
こ
へ

笊
陸
宮
本

笆
戎
福
中
講

笳
獅
子
講

笘
宮
元
講

笙
男
里
北
組

笞
男
里
南
組

笵
牧
野

笨
大
苗
代

笶
鳴
瀧

筐
幡
代

筺
北
野

笄
市
場

筍
馬
場

笋
濱
中
講

筌
岡
中

合
計
十
五
台

今年も各地区の伝統芸能を継承

した自慢のやぐら15台が泉南市役

所に大集合します。よりパワーア

ップした「泉南市祭礼パレード」

をご覧ください。

▼と　き＝１０月３日豸午後１時

～４時（予定）

▼ところ＝あいぴあ泉南周辺道路

～泉南中学校周辺道路

▼その他＝車でのご来場はご遠慮

ください。また、パレード開催場

所周辺での路上駐車はやぐら曳行

の妨げとなりますのでご遠慮くだ

さい。ご観覧の際は事故防止のた

め、現場警察官、祭礼自主警備役

員の指示に従ってください。

▼交通規制にご協力ください＝パ

レード当日、あいぴあ泉南、市役

所及び泉南中学校周辺道路は一部

交通規制を行いますのでご理解・

ご協力をお願いします。

▼問合せ＝市民生活環境部　地域

振興課（内線５５６）

蘆
市
民
体
育
館 

国道26号 

堺阪南線 

★ 

★ 
★ 

君ヶ池 

本田池 蝸 
※樽井北 

※
泉
南
市
 

　
　
役
所
南
 

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



律
令
体
制
の
中
で
官
僚
と
し
て
仕
え
た

「
陰
陽
師
」。
律
令
体
制
の
衰
退
と
と
も
に

民
間
の
禁
忌
（
き
ん
き
）
や
習
俗
を
取
り

こ
み
な
が
ら
次
第
に
呪
術
的
性
格
を
強

め
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
被
差
別
身
分
の
物

吉
（
も
の
よ
し
）
や
声
聞
師
（
し
ょ
う
も

じ
）
と
深
く
関
わ
っ
た
民
間
陰
陽
師
の
歴

史
と
文
化
の
変
遷
を
通
し
て
、
民
間
伝
承

や
習
俗
の
な
か
に
潜
む
差
別
の
構
造
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
六
日
貍
午
前
八
時
〜
午

後
六
時
半
（
予
定
）

▼
講
師
＝
松
原
右
樹

ま
つ
ば
ら
　
ま
れ
き

さ
ん
（
民
俗
学
者
）

▼
コ
ー
ス
＝
泉
南
市
役
所
〜
晴
明
神
社
〜

一
条
戻
橋
〜
小
野
小
町
草
紙
洗
い
の
井
〜

松
原
橋
〜
六
道
の
辻
〜
珍
皇
寺

ち
ん
の
う
じ

〜
清
水
坂

〜
泉
南
市
役
所

▼
参
加
費
＝
無
料
（
昼
食
代
一
、
五
〇
〇

円
程
度
は
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

▼
定
員
＝
二
十
五
名
（
応
募
多
数
の
場
合

抽
選
）

▼
申
し
込
み
＝
九
月
三
十
日
貅
（
必
着
）

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
小

学
校
区
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
希
望
、
手
話
通
訳
希
望
（
必
要

な
方
）
を
明
記
の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５

９
２
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
人
権
推

進
課
、
蕭
祗
０
０
７
５
ま
で

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
部
人
権
推
進
課
薀

祀
２
８
５
５

「女らしさ」「男らしさ」にとらわれず、「自分が自

分らしく」あるためにはどうすればよいのか、一緒に

考えてみませんか。私たちの身の回りにある様々なジ

ェンダーに気づき、様々な角度から男女共同参画の基

礎について学びます。

（＊ジェンダー＝社会的・文化的につくられた性差）

▼とき・テーマ・講師＝下表のとおり

※時間はいずれも午前10時～正午

▼ところ＝あいぴあ3階研修室他

▼定　員＝20人（多数の場合は抽選）

▼参加費＝無料

▼一時保育＝定員は10人（多数の場合は抽選）。1歳以

上就学前のこどもが対象です。一時保育を希望される

方は、初回のみ子ども一人につき保険代として500円

が必要です。

▼手話通訳＝事前予約が必要です。

▼申込み＝9月10日貊から10月4日豺までに、電話、

FAX、ハガキ、Ｅメールで住所、氏名、電話番号、手

話通訳及び一時保育の要否、一時保育を希望される場

合は子どもの名前（ふりがな）、生年月日を明記の上、

〒590-0592（住所不要）人権推進課　薀祀２８８５／

蕭祗００７５／Eメール：j i n k e n@ c i t y . s e n n

an.osaka.jpまで

▼問合せ＝人権推進部人権推進課　薀祀２８５５

夏期特別相談所開設

大阪法務局、大阪府子どもの人権専門委員
会では、いじめ、体罰、虐待等子どもの人権
問題について相談を受け、憲法で保障された
基本的人権を擁護し、自由人権思想の普及高
揚のために活動しています。
さらに次の内容で子ども人権専門委員によ

る夏期特別相談所の開設を行いますので、キ
ミ自身の悩みごとや疑問、心配ごとがあれば
話を聴かせてください。
▼特別相談日＝９月６日豺～１０日貊の午前
９時～午後７時
▼通常相談日＝毎週金曜日午前９時～午後４
時
▼相談専用電話＝子どもの人権１１０番（薀
０６・６９４２・１１８３／フリーダイアル
０１２０・７９３１４８）
▼その他＝相談は無料で秘密は厳守されます。
▼問合せ＝人権推進部人権推進課薀祀２８５
５

新
家
・
一
丘
・
鳴
滝
小
学
校
区
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

月　日 

10月12日貂 
わたしの中の「らしさ」に気づく 
～日々の暮らしから～ 

宮田　清子さん 
（岸和田市女性センター 
　　　　　　　　前館長） 

小谷　訓子さん 
（子・己育ち相談リリーフ） 

藤原　寛子さん 
（社会保険労務士・ファイ 
　　ナンシャルプランナー） 

藤原　寛子さん 
（社会保険労務士・ファイ 
　　ナンシャルプランナー）

伊田　広行さん 
（大阪経済大学教員） 

（ウイメンズセンター 
　　　大阪カウンセラー）

高見　陽子さん 

育児も育自もそれでいいのだ 
～いろんな花を咲かせよう～ 

自分らしく働くとは？ 
～知っておこう！年金・法律のこと～ 

家族関係はこう変わる？ 
～個を大切にする親しい関係～ 

自分らしく生きていくために 
～ライフプランをたてよう～ 

私のからだは私のもの 
～こころとからだのリフレッシュ～ 

10月19日貂 

10月26日貂 

11月2日貂 

11月9日貂 

11月16日貂 

内　容 講　師 月　日 内　容 講　師 相談名 

人権擁護委員による 
人権相談 

人権推進部　相談室 
人権推進部人権推進課 
薀祀２８５５ 

人権推進部人権推進課 
薀祀２８５５ 

人権推進部人権推進課 
薀祀２８５５ 

人権協会 
薀祕１４０１ 

人権ふれあいセンター内 
人権協会 

専用電話　薀祗０５９０ 

①人権推進部　相談室 
②樽井公民館 

毎月第3金曜日　午後2時～4時 

毎週月曜日～土曜日（祝日は除く） 
午前9時～午後5時 

毎月第2・3・4木曜日（祝日は除く） 
午前10時～12時・午後1時～3時 

①毎月第1・4金曜日　午後1時～4時 
②毎月第2水曜日　　　午後6時～9時 

女性相談（面接） 

女性のための 
電話相談 

人権に関する相談 

と き  と こ ろ  問 合 せ  

参 加 者 の 声

▼とても楽しかったです。

「私はこうしたいんだ、こん

な人間なんだ。」家庭で、社

会で、言え、聞けるように

なりたいです。

（三十代･女性）

▼思っていたより、おもし

ろく、成る程とうなずく事

しきりでした。男女共同参

画という言葉、今日初めて

知りました。（男女平等とか

男女同権とか思っておりま

した。）目からウロコのこと

もあり大変為になりました。

今日から、今更ですけど成

長します。

（五十代･女性）

▼家庭の日常生活の中に多

くのジェンダーの問題があ

ることが良く分かりました。

夫婦の子育て、家事等の問

題も再度考えさせられまし

た。

（四十代･男性）

▼落語家の講演、落語より

も良かった。話の内容が具

体的にこなされており、ご

自分の主張をはっきりと示

されたのが良かった。政治

家、学者、そしていわゆる

識者にない新鮮なお話であ

った。

（六十代･男性）

▼問合せ＝人権推進部人権

推進課　薀祀２８５５

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
事
業
と
し
て
六
月
十
九
日
、
あ
い
ぴ
あ
泉

南
に
お
い
て
、ス
テ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
四
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
わ
か
り
や
す
い
落
語
の
物
語
で
伝
え
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
桂
文
也
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
桂
文
也
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ブ
レ
ー
ク
〜
笑
っ
て
・
感
じ
て
・
気
付
い
て
・
変
わ
る
〜
」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
落
語
「
目
覚
め
の
ス
ス
メ
」
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

講
演
会
で
は
、『
日
本
国
憲
法
』
で
男
女
平
等
が
う
た
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
が
な
ぜ
必
要
だ

っ
た
の
か
と
い
う
お
話
か
ら
始
ま
り
、「
性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
た

り
、
個
人
が
個
人
と
し
て
の
能
力
を
正
し
く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
り
、

チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。」「
因
習
・
慣

習
・
風
習
に
と
ら
わ
れ
た
間
違
っ
た
思
い
込
み
や
意
識
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー

で
あ
り
、
男
は
こ
う
生
き
る
べ
き
、
女
は
こ
う
生
き
る
べ
き
と
い
う
よ

う
に
、
男
・
女
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
決
め
つ
け
ら
れ
る
。」「
男

ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
と
い
う
意
識
は
家
庭
の
中
で
再
生
産
さ
れ
、
男
は

女
よ
り
偉
く
な
く
て
は
な
ら
ず
、
力
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
が
愛
情

だ
と
勘
違
い
す
る
こ
と
を
刷
り
込
ま
れ
て
い
き
、
女
も
支
配
さ
れ
る
こ

と
を
幸
せ
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
力
関
係
が
生
ま
れ
る
。」「
人
間
は

言
葉
に
よ
っ
て
し
か
分
か
り
合
え
な
い
動
物
。
自
分
は
こ
れ
は
い
や
な

ん
だ
、
こ
う
し
た
い
ん
だ
と
声
に
出
し
て
言
わ
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
。」

と
話
さ
れ
、
最
後
に
、「
過
去
と
他
人
は
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

自
分
と
未
来
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
言
わ
れ
、「
我
々
自
身
が

意
識
を
変
え
て
い
か
な
い
と
法
律
も
制
度
も
『
絵
に
描
い
た
も
ち
』
に

な
っ
て
し
ま
う
。」
と
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
落
語
で
は
、「
自
分
の
人
生
を
見
直
し
、
お
か
し
い
と
思
う

こ
と
は
口
に
出
し
て
相
手
に
伝
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
意
識
を
変
え

て
い
か
な
い
と
つ
ら
い
老
後
に
な
る
よ
」
と
友
達
に
言
わ
れ
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
こ
う
と
決
心
し
た
山
田
さ
ん
の
物
語

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００４.9 ） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

リトルまま教室（両親教室） 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

循環器検診 
精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊９月１日貉 
笆10月６日貉 

笊平成16年４月生 
笆平成16年５月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

９月22日貉 
午後０時40分～２時10分 平成15年２月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

９月８日貉 
午後０時半～１時05分 平成13年２月生 

９月30日貅 
午後１時半～２時 平成14年２月生 

歯みがき教室 ９月30日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年１月生 
平成15年１月生 

９月1日貉ツベルクリン反応検査 
９月3日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

麻しんの予防接種 ９月29日貉 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ1歳3ヶ月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第2,4水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

９月10日貊・泉南市役所※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

9月13日豺、24日貊、27日豺、10月 
8日貊、18日豺、22日貊午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳幼児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

10月18日豺 
午後１時～３時 

９月21日貂 
９月28日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ９月24日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ９月24日貊 午後１時半～３時 
妊婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月以内に受診し 
てください。※歯みがき教室に歯科健診はありません。 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼東信達老人集会場第2、4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

▼
と
き
＝
九
月
三
十
日
貅
午
前

九
時
半
〜
十
一
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
内
容
＝
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

医
師
診
察
等
（
必
要
な
方
に
は

心
電
図
、
眼
底
検
査
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
予
約
は
不
要
で
す
。

受
付
時
間
内
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
九
月
二
日
貅
、
二
十

八
日
貂
午
前
九
時
半
〜
十
一
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
内
容
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影
（
必

要
な
方
に
は
喀
痰
検
査
）

▼
費
用
＝
無
料
（
喀
痰
検
査
は

有
料
、
四
〇
〇
円
）

▼
申
込
み
＝
予
約
は
不
要
で
す
。

受
付
時
間
内
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
五
日
貅
、

十
二
月
二
日
貅
、
七
日
貂
の
午

前
中
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

（
妊
娠
中
の
方
は
除
き
ま
す
）

▼
定
員
＝
各
五
十
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
胃
が
ん
検
診
八
〇
〇

円
、
大
腸
が
ん
検
診
二
〇
〇
円

（
検
診
日
に
お
持
ち
下
さ
い
）

▼
申
込
み
＝
九
月
二
十
一
日
貂

よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
電
話
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

▼
そ
の
他
＝
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
は
で
き
る
だ
け
セ
ッ
ト

で
お
受
け
下
さ
い
。
今
年
度
す

で
に
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん

検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
申
込

み
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
治
療
中

も
し
く
は
経
過
観
察
中
の
方
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
に
お
い
て
は
、
高
額

な
不
妊
治
療
費
の
負
担
に
悩
む

方
々
に
一
定
の
条
件
の
も
と
に

体
外
受
精
・
顕
微
受
精
の
特
定

不
妊
治
療
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者
＝

▽
大
阪
府
内
（
大
阪
市
、
堺
市

及
び
高
槻
市
を
除
く
）
に
住
所

を
有
す
る
法
律
上
の
夫
婦

▽
前
年
の
所
得
が
夫
婦
合
算
し

て
六
五
〇
万
円
未
満
の
方

▽
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精

及
び
顕
微
受
精
）
以
外
の
治
療

法
で
な
い
と
、
妊
娠
の
可
能
性

が
全
く
無
い
か
あ
る
い
は
極
め

て
低
い
と
診
断
さ
れ
た
方

▽
知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関

で
受
診
し
た
も
の

▽
他
の
特
定
不
妊
治
療
助
成
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

▼
助
成
内
容
＝
特
定
不
妊
治
療

に
要
し
た
費
用
を
対
象
に
、
一

年
度
に
一
〇
万
円
を
限
度
に
、

通
算
二
年
限
り
助
成
し
ま
す
。

▼
近
隣
の
指
定
医
療
機
関
＝

▽
谷
口
病
院

泉
佐
野
市
大
西

一
・
五
・
二
十
　
薀
磋
３
２
３
２

▼
申
請
場
所
・
申
請
書
の
配

布
・
問
合
せ
＝
大
阪
府
泉
佐
野

保
健
所
薀
磆
７
７
０
１

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府

立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
）
で
は

電
話
、
面
接
に
よ
る
相
談
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

▼
電
話
相
談
（
薀
０
６
・
６
９

１
０
・
８
６
５
５
）
は
毎
週
水

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
で
助
産
師
が
応
じ
て
い
ま
す
。

毎
月
第
一
水
曜
日
は
産
婦
人
科

医
も
対
応
し
ま
す
。

▼
面
接
相
談
（
要
予
約
、
薀
０

６
・
６
９
１
０
・
８
５
８
８
）

は
、
毎
月
第
一
土
曜
日
及
び
第

三
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四

時
で
、
産
婦
人
科
医
及
び
助
産

師
が
応
じ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

企
画
推
進
グ
ル
ー
プ
薀
０
６
・

６
９
１
０
・
８
５
８
８
（
毎
週

月
曜
日
、
祝
日
及
び
振
替
休
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）

近
年
増
加
し
て
い
る
高
脂
血

症
や
高
血
圧
は
、
血
管
を
む
し

ば
み
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
教
室
で

血
管
を
い
た
わ
り
、
血
管
美
人

に
な
っ
て
、
病
気
を
予
防
し
、

は
つ
ら
つ
と
人
生
を
送
り
ま
せ

ん
か
？

▼
と
き
・
内
容
＝
笊
十
一
月
一

日
豺
・
食
事
の
基
本
は
バ
ラ
ン

ス
と
減
塩
！
笆
十
一
月
五
日

貊
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ま
ず

食
事
か
ら
笳
十
一
月
十
五
日

豺
・
汗
を
か
い
て
血
管
の
大
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
！

▼
時
間
＝
午
後
一
時
半
か
ら
二

時
間
程
度

▼
講
師
＝
笊
笆
栄
養
士
、
保
健

師
笳
健
康
運
動
指
導
士

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
二
十
五
名
程
度
（
七

十
歳
未
満
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
三
日
目
は
運
動
の
し
や

す
い
服
装
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

万
歩
計
（
お
持
ち
の
方
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

基
本
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す

肺
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

大
阪
府
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
受
付
開
始

不
妊
に
ま
つ
わ
る

悩
み
相
談

循
環
器
疾
患
予
防
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

10

泉南高校２年生音楽コース選択者による合唱会が樽井保育所で行われました。舞台裏でみる泉南高校生はいか
にも今風の高校生達でしたが、いざ本番が始まると、力強い男女のコーラスと園児にも馴染みのある選曲で、開
場がひとつになった感覚がありました。高校生達は多少の歌詞のおぼつかないところはご愛敬で、園児達を喜ば
せるために流れる汗もそのままに一生懸命合唱を披露し、また園児達からもお礼とばかりに日ごろ練習した合唱
のお返しがあり、よく歌は人を感動させると言いますが、単なる発表ではなく人が誰かのために歌う歌、こうい
ったところにこそ感動が生まれるのだと実感しました。 （７月１５日）

樽井保育所と泉南高校の交流の
架け橋として合唱会を開催

アジア保育教育交流推進実行委員会は、アジア
との交流を通じ、お互いの国の保育・教育活動の
さらなる発展を目的とし、今回泉南市にタイで保
育教育の現場に携わる２人の女性研修スタッフを
招聘し、浜保育所の子どもたちとの交流会が行わ
れました。初めのうちこそ、外国の先生にとまど
いを隠せない様子であったものの、身振り手振り
で親身に接する研修スタッフと、次第にうち解け
あい普段通りの元気な姿を見てもらうことができ
たのではないでしょうか。 （７月１５日）

国や言葉は違えども子どもの
将来を願う気持ちは万国共通

救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
し
、

そ
の
内
容
も
高
齢
化
社
会
の
進
展
や

疾
病
構
造
の
変
化
等
を
背
景
に
、
呼

吸
・
循
環
器
系
の
疾
病
が
増
加
す
る

な
ど
、
複
雑
で
多
様
化
し
て
き
て
い

ま
す
。

心
臓
が
止
ま
っ
て
か
ら
、
ま
た
は

呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
、
何
分
ぐ
ら

い
た
つ
と
命
が
助
か
ら
な
い
か
と
曲

線
で
示
し
た
図
が
あ
り
、
こ
れ
を
カ

ー
ラ
ー
の
救
命
曲
線
と
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
心
臓
が
停
止
し
て
約
三
分

後
に
は
死
亡
率
が
五
〇
％
に
な
り
ま

す
の
で
、
何
も
し
な
い
で
時
間
が
過

ぎ
て
い
く
た
び
に
そ
の
人
の
命
が
助

か
ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
救
急

車
が
来
る
ま
で
に
は
、
全
国
平
均
で

約
六
分
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
に
あ

な
た
の
勇
気
で
人
一
人
の
命
が
救
わ

れ
る
の
で
す
。

家
族
、
ま
た
倒
れ
て
い
る
人
を
発

見
し
た
ら
、
呼
び
か
け
た
り
つ
ね
っ

た
り
し
て
も
反
応
が
な
け
れ
ば
、

「
誰
か
に
一
一
九
番
の
通
報
を
（
早

い
通
報
）」・「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

人
工
呼
吸
（
早
い
救
命
手
当
）」
を

救
急
車
が
来
る
ま
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。泉

南
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成
十

六
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
一
、
二
五

四
件
の
救
急
出
場
が
あ
り
、
そ
の
内

心
肺
停
止
患
者
が
二
十
九
件
あ
り
ま

し
た
。
現
在
ま
で
に
一
、
〇
九
四
人

の
方
々
に
普
通
救
命
講
習
を
修
了
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
泉
南
市
消

防
本
部
で
は
、
よ
り
一
層
救
命
講
習

の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
み
、
救
命

講
習
会
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
救
急
講
習
会

に
つ
い
て
の
詳
細
は

泉
南
市
消
防
本
部
薀
祕
０
１
１
９

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
はh
ttp
://w

w
w
.city

.
sennan.osaka.jp/̃sensyou/

一
度

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
が
来
る
ま
で

あ
な
た
が
主
役
で
す
邇

比較的涼しい風が抜けるとはいえ、選手達にと
っては真夏の太陽と砂浜の照り返しが容赦なくふ
りそそぐ中、独特のグランドコンディションに悪
戦苦闘しながらも、一般の部のパワー・女子の部
の柔軟性・小中学生の部の機動性といった見応え
あるプレーが繰り広げられ、終了のホイッスルに
勝ったチームは歓声を上げ、敗れたチームは肩を
落とし、賭けていた思いの大きさが伝わってきま
した。一般の部の決勝戦に勝ちあがったチームは、
疲労もピークに達しているにもかかわらず、力強
さと高いテクニックを併せ持った決勝戦にふさわ
しい好ゲームで互いに譲らず、延長・ＰＫさらに、
特別ルールによるサドンデス（Ｖゴール形式）で
も決着がつかず、最後に変則ＰＫによりチーム
「スクデッド」が優勝しました。 （７月１１日）

もつれにもつれた一般の部決勝戦

ビーチサッカーインサザンビーチ

毎年、府内各市を巡回して開催されている大阪
府母子家庭母の集いが、社会福祉法人大阪府母子
寡婦福祉連合会主催のもと、今年は泉南市文化ホ
ールで３９回目の開催を迎え、はじめに８０歳を
超える７名の方の高齢寡婦顕彰式が行われ、戦後
の苦しい時期に子育てと仕事を両立されてきた苦
労がねぎらわれました。次いで母子家庭の自立・
就業支援等や児童扶養手当の減額問題について、
“私の仕事さがし－「ホップ・ステップ・ジャン
プ」”をテーマにパネルトークが行われ、言葉で言
うほどに易しくない母子家庭での仕事さがしの実
状を目の当たりにしました。 （７月１１日）

一人で悩むのではなく・・・
大阪府母子家庭母の集い
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今月は、お寺が復元されている場所か

ら道を通って一段低くなっている東側の

広場に行ってみましょう。広場の手前に

陶器でできた大きな丸いものがありま

す。これはこれまでめぐって来た海会寺

全体の地形を1/100に復原した模型です。

ひとつひとつが有田焼でできており、世

界にひとつだけしかない焼き物です。こ

れを見ると当時のこのあたりの地形を一

目で理解することができるのです。

次に広場の中に入ってみましょう。今

は、緑の美しい芝生が貼られていますが、

海会寺があった頃は、大きな建物が数多

く建っており、ここに海会寺を造った豪

族が住んでいたことがわかっています。

芝生の中に白い長方形の砂場のようなも

のがいくつかあります。これは発掘調査

で見つかったある一時期の建物を同じ場

所に平面的に表示しているもので、整然

と並んで建てられていたことがわかりま

す。この建物の並び方は「官衙風配置

（かんがふうはいち）」といって当時人々

を支配して税を納めさせたりする役所の

ような機能があったと考えられていま

す。つまり海会寺を建てた人たちは、巨

大なお寺を造ることができ、このあたり

一体を支配することのできる力を持った

人たちであることがわかるのです。

すでに来られた方はもう一度、来られ

たことのない方はぜひお越しください。


	2004/9表紙
	姉妹都市提携の架け橋として
	情報BOX
	日

曜

日

自

習

室

を

開

放

し

ま

す
	樽

井

公

民

館

ま

つ

り

を

開

催

し

ま

す
	せ

ん

な

ん

ホ

タ

ル

塾

塾

生

募

集
	第

五

回

邦

楽

の

集

い
	演

劇

講

座

生

募

集
	保

育

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

育

成

講

座
	乳

幼

児

に

遊

び

場

を

提

供

し

ま

す
	親

と

子

の

広

場

に

参

加

し

ま

せ

ん

か
	き

ょ

う

だ

い

っ

て

な

あ

に

？
	ひだまり通信
	市

立

保

育

所

で

所

庭

の

開

放
	子

育

て

フ

ォ

ー

ラ

ム

パ

ー

ト

８

に

参

加

し

ま

せ

ん

か
	英語・中国語教室参加者募集
	英

語

ビ

ジ

ネ

ス

ラ

イ

テ

ィ

ン

グ

講

座

開

講
	緑

化

樹

を

み

ん

な

で

育

て

て

み

ま

せ

ん

か
	り

ん

く

う

タ

コ

カ

ー

ニ

バ

ル

が

開

催

さ

れ

ま

す
	商

工

業

者

に

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

を

派

遣

し

ま

す
	商

工

業

者

の

方

の

個

別

相

談

を

実

施

し

ま

す
	シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

を

ご

利

用

く

だ

さ

い
	え

い

ご

で

ご

あ

い

さ

つ

の

参

加

者

募

集
	パ

ソ

コ

ン

教

室

を

開

催

し

ま

す
	読

み

聞

か

せ

の

会

を

開

催

し

ま

す
	読

み

聞

か

せ

講

習

会

を

開

催

し

ま

す
	毎

月

第

二

土

曜

は

お

は

な

し

ひ

ろ

ば

へ
	オ

ー

タ

ム

ジ

ャ

ン

ボ

宝

く

じ

が

発

売

さ

れ

ま

す
	お

お

さ

か

ふ

み

ん

ネ

ッ

ト

参

加

者

募

集
	「

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

講

習

会

」

の

ご

案

内
	第１２回健康づくりフェアー
	リ

ズ

ム

体

操

ク

ラ

ブ

部

員

を

募

集

し

ま

す
	第

二

十

回

泉

南

市

り

ん

く

う

マ

ラ

ソ

ン

大

会

開

催
	あ

い

ぴ

あ

陶

芸

入

門

講

座
	も

の

忘

れ

ス

ッ

キ

リ

講

演

会

を

開

催
	精

神

保

健

福

祉

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座
	中

級

手

話

講

習

会

の

受

講

生

を

募

集

し

ま

す
	介

護

者

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座

を

開

催

し

ま

す
	金

婚

祝

賀

会

を

開

催

し

ま

す
	第

二

回

共

に

生

き

る

障

害

者

展
	観月コンサート　
	第１５回アートフェスティバル出展者募集
	角川博コンサート

	市役所からのお知らせ
	国

民

健

康

保

険

税

の

減

免

制

度

に

つ

い

て
	平

成

十

六

年

全

国

消

費

実

態

調

査

に

ご

協

力

を
	こ

こ

ろ

の

健

康

講

座

う

つ

病

と

つ

き

あ

う
	重

度

障

害

者

の

方

へ

の

タ

ク

シ

ー

利

用

事

業

者

の

追

加
	介

護

用

品

支

給

事

業

が

一

部

変

わ

り

ま

す
	平

成

十

六

年

度

い

き

が

い

ワ

ー

カ

ー

ズ

大

募

集
	緑

の

募

金

に

ご

協

力

下

さ

い
	関西国際空港情報
	相談あんない
	児童手当・特例給付・小学校第３学年終了前特例給付は請求しましたか
	か

し

の

き

号

か

ら

の

お

知

ら

せ
	図書館カレンダー
	九

月

十

一

日

は

警

察

相

談

の

日

で

す
	行

方

不

明

者

を

捜

す

特

別

相

談

所

の

開

設
	秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

を

実

施

し

ま

す
	安

全

講

習

会

の

実

施
	ご

み

収

集

日

の

お

知

ら

せ
	生

ご

み

処

理

機

器

の

購

入

補

助

金

を

交

付

し

ま

す
	宅

内

給

水

管

の

清

掃

に

つ

い

て

の

お

知

ら

せ
	温水プール・体育館・公民館カレンダー
	第

四

回

泉

南

市

環

境

実

践

ア

イ

デ

ィ

ア

大

賞

を

募

集

！
	さ

わ

や

か

バ

ス

運

行

休

止

の

お

知

ら

せ
	乳

児

用

シ

ー

ト

の

無

料

貸

出

を

実

施

し

て

い

ま

す
	今学校園は
	福

祉

医

療

助

成

制

度

の

ご

案

内
	敬

老

祝

い

金

が

敬

老

祝

い

品

に

変

わ

り

ま

す
	臨

時

職

員

（

留

守

家

庭

児

童

会

指

導

員

補

助

）
	防

衛

庁

・

自

衛

官

を

募

集

し

ま

す
	農

業

公

園

隣

接

地

で

優

良

農

地

分

譲
	勇壮・豪快!第九回泉南市祭礼パレード
	奨

学

金

の

相

談

窓

口

を

ご

利

用

く

だ

さ

い
	下

水

道

は

ど

こ

へ
	情報公開制度及び個人情報保護制度１５年度運用状況をお知らせします

	人権コーナー
	保健センターだより
	基

本

健

康

診

査

を

実

施

し

ま

す
	肺

が

ん

検

診

を

実

施

し

ま

す
	胃

が

ん

検

診

・

大

腸

が

ん

検

診

を

実

施

し

ま

す
	大

阪

府

特

定

不

妊

治

療

費

助

成

事

業

の

受

付

開

始
	不

妊

に

ま

つ

わ

る

悩

み

相

談
	循

環

器

疾

患

予

防

教

室

に

参

加

し

ま

せ

ん

か
	今月の健康診査・予防接種・その他

	まつかどスナップ
	ふるさと歴史紀行

